
令和元年度 梅岩の里生誕地整備実行委員会 事業報告 

 

〇梅岩の里生誕地整備事業 

 

・梅岩の里生誕地整備及び記念館設計業務 

  基本計画、設計与条件整理等    決算額  990,000 円 

 

 

・梅岩の里生誕地整備事業基本設計業務委託（その１） 

基本設計、各種調査        決算額 6,394,300 円 

 

  （内訳） 

 

設計   1,432,992 円   水源調査 4,191,308 円 

 

地盤調査   330,000 円   測量調査  440,000 円 
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梅岩の里生誕地整備事業について 

 

令和 ２年 ６月２４日 

梅岩の里生誕地整備実行委員会 

 

１ 趣旨・目的 

亀岡市は石門心学の発祥の「ふるさと」として、石田梅岩先生の

教えを学び活かし、先生の貴重な遺品や資料を保存・公開・活用す

ると共に、多様な学習の場を提供し、情報発信する施設等を整備す

るものです。 

 

２ 事業概要 

現在の石田梅岩記念館は、昭和 41 年 9 月に開館してから 50 年が 

経過し、施設の老朽化が著しい状況です。そこで、記念館の建替、

更新と併せ、生誕地一帯の整備を行い、保存・継承を図るものです。 

 

３ スケジュール〔予定〕 

設計業務〔基本設計、実施設計等〕：平成 31 年度～令和 2 年度 

   建設工事〔記念館建設・梅岩の里周辺整備等〕：令和 3 年度以降 

 

４ 取組み経過 

 〇梅岩の里生誕地整備実行委員会の開催 

  梅岩の里生誕地整備実行委員会 ・・・３回 

  梅岩の里生誕地整備実行委員会建設委員会 ・・・８回 

 

○梅岩の里生誕地整備に係る公募型プロポーザルの実施 

  ・プロポーザルの募集開始：令和元年 7 月 2 日（全国に募集） 

  ・企画提案書の提出期限：令和元年 9 月 11 日（22 者の提出有） 

  ・事前審査（書面審査） ：令和元年 9 月 18 日（第 3 回建設委員会） 

  ・ヒアリング審査（6 社）：令和元年 9 月 25 日（第 4 回建設委員会） 

  ・選定結果の公表：令和元年 10 月 10 日（10/9 の実行委員会で決定） 

 ・優先交渉権者：（受注者）塩田有紀建築設計事務所〔名古屋市〕 

 

○設計概要（基本計画）の主な内容 

   採用された提案内容を基本に、実行委員会等の意見集約と最終的

な取りまとめを行い、主たる仕様を決定し課題を抽出する。 

【記念館及び梅岩公園】 

・延床面積 約 300 ㎡、平屋建て、鉄筋コンクリート造一部木造 

  ・展示室、収蔵庫、講堂、里山工房等の諸室機能を想定 

・梅岩公園は、現在に伝わる里山の風景の骨格を活かす整備とし、 

生家と一体的な景観を保つ整備を図る 
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  〇基本設計（その１）の主な内容 

   基本計画を基に、実行委員会等との合意形成を図りながら設計業

務をすすめる。 

【建築概要】 

・延床面積：243.46 ㎡、構造規模：平屋建 木造一部鉄筋コンクリ  

ート造、主要室：展示収蔵庫、講堂、里山工房及び付帯施設 

  【配置計画】 

  ・梅岩先生が幼少期の頃に体験した環境を守り、思いを馳せる場 

 ・最も重要な建物である生家の存在感を尊重した建物群となるよう 

 計画地盤を下げるとともに石積による全体景観を整備する 

  【平面計画】 

・豊かな里山の自然や風景が建物内部でも感じられるよう、周辺環 

境全方位に開いた計画 

  ・収蔵庫はコンクリート躯体内に計画し安定的な収蔵環境とする 

  【外構計画】 

・梅岩の里の園地全体に回遊性がもたらせる工夫や水の流れを活用 

した園地、里山における自然と人の関係性を踏襲した計画 

 

○寄附金の募集について 

・平成 31 年 4 月以降、梅岩の里生誕地整備実行委員会委員を中心に 

寄附募集活動を展開 

    ・令和元年 11 月 2 日、「石田梅岩先生開講 290 年記念講演会」にお

いて、参加者（120 名）に対し事業説明と寄附依頼を実施 

・令和元年 11 月 25 日、亀岡商工会議所、亀岡市観光協会、亀岡   

経済同友会等へ寄附募集依頼を実施（2,000 件） 

・令和元年 12 月 6 日、京都商工会議所への事業説明と、会員全てに

寄附募集依頼を実施（12,000 社） 

  ・令和元年度の寄附状況 68,959,000 円 

 

５ 事業費見込み 

全体事業費  約 200,000 千円 

ふるさと納税による寄附金等を財源として実施 

 

６ 施設の設置主体と整備後の管理運営について 

梅岩の里生誕地整備実行委員会において、整備内容等の検討や 

設計業務等を担当し、亀岡市が建設、整備し管理運営する予定です。 

 

７ その他 

    財源は寄附金等を充当し整備を行うこととしていますので、寄附

の状況により事業の進捗が変化します。 
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梅岩の里生誕地整備実行委員会の取り組み状況 
 

令和 2 年 6 月 24 日 
 

 

 

○梅岩の里生誕地整備実行委員会  事務局：㈶石田梅岩先生顕彰会、亀岡市   

 
 
第 1 回 平成 30 年 3 月 28 日 
    規約の決定、委員構成の確認、役員の選出、事業内容の確認 
 
 
第 2 回 平成 30 年 7 月 23 日 
    梅岩の里生誕地整備事業について、寄附募集 
 
第 3 回 平成 31 年 2 月 15 日 
    ふるさと納税の状況、事業スケジュール 
 
 
第 4 回 令和元年 6 月 4 日 
    ふるさと納税の状況、梅岩の里生誕地整備事業の実施と建設委員会の

設置 
 
第 5 回 令和元年 10 月 9 日 
    公募型プロポーザルについて、実行委員会予算 
 
第 6 回 令和 2 年 2 月 23 日 
    ふるさと納税の状況、基本計画等について 
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○梅岩の里生誕地整備実行委員会 建設委員会                

 
〇公募型プロポーザルの実施 

第 1 回 令和元年 6 月 17 日 
    建設委員会と役員選出、事業の進め方 
 

第 2 回 令和元年 6 月 27 日 
プロポーザルの実施、建設に向けたスケジュール 

 
第 3 回 令和元年 9 月 18 日 

    プロポーザル事前審査の実施 
 
第 4 回 令和元年 9 月 25 日 

    プロポーザルヒアリング審査の実施 
 
〇基本計画の検討 

第 5 回 令和元年 11 月 13 日 
    基本構想、基本計画の検討、確認 
 
〇基本設計の検討 

第 6 回 令和元年 12 月 5 日 
    基本計画の確認、基本設計の検討 

 
第 7 回 令和 2 年 2 月 28 日 

    基本設計の検討、収蔵内容の検討、平面計画、 
 
第 8 回 令和 2 年 3 月 23 日 

    基本設計の検討、設備計画・収蔵エリアの検討、外構計画の検討、 
基本設計図書の精査 

 
 
第 9 回 令和 2 年 4 月 17 日 

    基本設計・建築計画の検討 
 
第 10 回 令和 2 年 5 月 22 日 

    基本設計・外構計画の検討 
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（単位：円）

予算額 決算額 決算－予算 摘要

7,800,000 7,385,730 ▲ 414,270

7,800,000 7,385,730 亀岡市補助金

7,800,000 7,385,730 ▲ 414,270

予算額 決算額 摘要

委託料 7,800,000 7,384,300 ▲ 415,700

業務委託料 7,800,000 7,384,300 設計委託料

手数料 0 1,430 1,430

手数料 0 1,430 振込手数料

7,800,000 7,385,730 ▲ 414,270

収入－支出＝0 不用額　414,270円

＜支出の部＞

令和2年3月31日作成

合計

令和元年度　梅岩の里生誕地整備実行委員会　決算書

項目

補助金

合計

項目

＜収入の部＞
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○令和元年度 　梅岩の里生誕地整備事業に係るふるさと納税額

（単位：円）

件数 金額 件数 金額 件数 金額

4月 3 250000 1 100,000 4 350,000

5月 2 230000 0 0 2 230,000

6月 6 191,000 2 1,050,000 8 1,241,000

7月 4 90,000 1 10,000 5 100,000

8月 2 40,000 1 20,000 3 60,000

9月 14 923,000 3 130,000 17 1,053,000

10月 21 750,000 2 30,000 23 780,000

11月 393 15,073,000 9 670,000 402 15,743,000

12月 1,053 47,004,000 9 930,000 1062 47,934,000

1月 16 813,000 5 115,000 21 928000

2月 4 54,000 3 50,000 7 104000

3月 10 336,000 1 100,000 11 436000

合計 1,528 65,754,000 37 3,205,000 1,565 68,959,000

１件平均 43,033 86,622 44,063

平成３０年度からの累計　1,732件　77,339,000円　

ＷＥＢ（返礼品あり） 郵便振替（返礼品なし） 合計
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令和２年度 梅岩の里生誕地整備実行委員会 事業計画（案） 

 

〇梅岩の里生誕地整備事業 

 

・梅岩の里生誕地整備事業基本設計業務委託（その２） 

  コスト比較算出、各種法令手続等  予算額 2,997,000 円 

 

・梅岩の里生誕地整備事業実施設計業務委託 

基本設計に基づく実施設計業務   予算額 20,453,000 円 

 

 ※スケジュールは別紙のとおり 
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（単位：円）

＜収入の部＞

予算額 摘要

補助金 23,453,000

補助金 23,453,000 亀岡市補助金

23,453,000

＜支出の部＞

予算額 摘要

委託料 23,450,000

業務委託料 23,450,000
梅岩の里生誕地整備事業
基本設計業務委託（その２）　　　2,997,000円

梅岩の里生誕地整備事業
実施設計業務委託 　　　　　　　20,453,000円

手数料 3,000

手数料 3,000 委託料振込手数料 880円×３回　　　2,640円

23,453,000

※参考

　　亀岡市市民力推進課において、
　　ふるさと納税「心学の祖　石田梅岩を顕彰し、生誕地を整備する事業」の
　　寄附募集チラシの作成費用として　180,000円　を予算計上しています。

合計

令和２年度　梅岩の里生誕地整備実行委員会　予算書（案）

項目

合計

項目
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                         梅岩の里生誕地整備事業 基本設計図（抜粋） 
                                    フェーズ：梅岩の里生誕地整備事業基本設計（その１） 

 
                           図面リスト 

                                         １ 全景パース         － 
                                          ２  概要書（意匠）       － 
                                               ３ 配置図兼外構図     S=1/500 

                                         ４ 外構計画（配置図）   S=1/200 

                                         ５ 平面図         S=1/100 

                                         ６ 展示収蔵庫計画       － 

                                         ７ 立面図                 S=1/100 

                                         ８ 断面図            S=1/100 

                                          

                                                      

 

令和２年６月２４日 

梅岩の里生誕地整備実行委員会 
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梅岩の里生誕地整備事業 基本設計（ その 1 ）   建築概要    
 

§． １  建築計画 

 １ －１ 建築概要 

  敷地面積： 2,579 ㎡（ 登記面積）  

  地域地区： 都市計画区域外（ 用途地域、 建蔽率、 容積率、 日影規制の規定なし ）  

  道路幅員： 西側 10.02m（ 接道長 19.460m）  

   用  途： 集会場 

  構造規模： 混構造（ 木造+ 鉄筋コ ンク リ ート 造） 平屋建   

  建築面積： 264.80 ㎡ 

  延床面積： 243.46 ㎡（ 容積対象面積も 同じ ）  

  主要室 ： 展示収蔵庫、 講堂、 里山工房および付帯施設 

 

 １ －２ 配置計画 

  基本方針 

・ 梅岩先生がご幼少の頃に過ごさ れた環境に思いを馳せる場と し て、 周辺環境を守り 、 生家や門か

ら 春現寺への眺望を損ねない建物配置と する。  

・ 県道側に建物を寄せて配置し 、強雨時の山から の水の影響を極力緩和すると 共に、 日当たり に配

慮する。  

・ 梅岩の里のう ち最も 重要な建物は生家である。全体に一体感を持ち ながら 生家の存在感を尊重し

た建物群と なるよう 、 記念館の計画地盤を下げると と も に、 石積により 全体の景観をまと める。 

・ 土砂災害特別警戒区域にかから ない建物配置と する。  

 

 １ －３ 平面計画 

 基本方針 

・ 豊かな里山（ 自然と 人の生活の共存） の風景が建物内部にいても 感じ ら れるよう 、 周辺環境全方

位に開いた計画。  

・ 閉架収蔵庫はコ ンク リ ート 躯体内に計画し 、 安定的な収蔵環境と する。  

・ 祭壇や掛軸の壁など梅岩先生関連の展示部分をコ ンク リ ート と するこ と で、自由度の高い平面計

画ながら 鑑賞者が巡り やすい計画。  

・ 里山工房は収蔵展示の鑑賞・ 地域の方々の交流・ 石田梅岩先生について学ぶ場の３ つが連関し て

行える場と し て、 作業コ ーナーと ラ ウンジと なるテーブルを配置。  

・ 里山工房には縁側を設けて屋内外の動線をつなぎ、 周辺の里山環境と 連携し た活動（ 料理や工作

他） が可能な計画と し ている。  

 

 １ －４ 立面計画 

基本方針 

・ 民家がも つ景観的な特徴（ 大きな屋根が生活空間を守る、 雨水をスムーズに流す屋根形状） を踏

襲するこ と で、 周辺の建築と 馴染む外観計画。  

・ 県道から 遠望し ても 人の賑わいが認知し やすいガラ ススク リ ーン状の外観。  

・ 外観であら われる壁面の高さ を抑えるこ と で、 奥ゆかし く 生家を引き立てる外観。  

 

 １ －５ 断面計画 

基本方針 

・ 講堂は日本の武芸を はじ め多様な学習活動の場と し て、 最低天井高 3m を確保する。  

・ 講堂と その他部分の屋根高さ の差を活用し 空調室外機置場を計画、 周辺園地の景観に配慮する。 

 

 

 １ －６ 仕上計画 

  内部仕上  床         巾木 壁      天井  備考 

  講  堂 無垢フ ローリ ング       なし   RC+ 木製リ ブ、  木毛ｾﾒﾝﾄ板  床材は武道場仕様 

        （ 武道場仕様）          板壁 

  廊下 1,2 無垢フ ローリ ング       なし   RC、 板壁        岩綿吸音板  

  里山工房 無垢フ ローリ ング、       なし   RC、 板壁  岩綿吸音板 ｷｯﾁﾝ床は木調タ イ ル 

        木調タ イ ル  

  事 務 室  無垢フ ローリ ング         なし   RC、 板壁 岩綿吸音板,RC  

  収  納 長尺塩ビシート （ 耐摩耗）  V 巾木 RC、 板壁 岩綿吸音板   

  便 所 等 長尺塩ビシート （ 耐薬）   V 巾木 RC、 板壁    岩綿吸音板   

 

  外部仕上 

  外  壁 RC も し く は木軸組、 断熱材の上、 杉板張 

  屋根防水 ガルバリ ウム鋼板ハゼ葺き（ 勾配屋根部）  

  アスフ ァ ルト 防水（ 外断熱） の上、 押えコ ンク リ ート （ 空調機械スペース部）  

  開  口 木製建具、 鋼製建具 

 

１ －７ 外構計画 

基本方針 

・ 梅岩の里の園地全体に回遊性がも たら さ

れる外構計画と する。  

・ 身障者用兼サービ ス用駐車場を エ ン ト ラ

ンス脇に計画する。  

・ 園地の植栽は梅岩先生ゆかり の植物の他、

果樹を多く 植え、 里山における自然と 人の

関係を踏襲し た計画と する。  

・ 既存の水の流れを活用し て水辺をつく り 、

地域の多様な植生触れる こ と ができ る 園

地と する。  

・ 田んぼと 同程度の手入れで維持が可能な、

地域の植生を尊重し た園地と する。  

 

 

１ - ８ 計画場所案内図 

S=1/2500 
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計画建物

： 計画GL（ SGLから の高さ )
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凡例

： 現況GL（ 測量実績）
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BM（ T-11） ： 2 7 8 .6 3 4 =計画GL-1.026
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4 6 5 -0 0 7 8�名古屋市名東区名東本町2 9

TEL/FAX:0 5 2 -7 8 3 -1 3 3 9

塩田有紀建築設計事務所

�

梅岩の里生誕地整備事業

NO.

Sca le D . Date

塩田 2 0 2 0 .5 .2 2

基本設計(その1 )基本設計(案)

1 /5 0 0

愛知県知事登録第 1 0 8 6 1  号

国土交通大臣登録 第 3 1 3 8 1 8  号

一級建築士 塩田有紀�

計画建物

： 計画GL（ SGLから の高さ )
： 現況GL（ SGLから の高さ )

凡例

： 現況GL（ 測量実績）
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BM（ T-11） ： 2 7 8 .6 3 4 =計画GL-1.026
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2 7 9 .6 6

BM（ T-11） ： 2 7 8 .6 3 4

計画GL（ SGL） =

±0

特記事項

±0
±0

A1 0 1 配置図
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孝行蓮

生家へ

暗渠

栗の庭

梅の庭

墓所

排水桝

石積み

排水桝

暗渠

径 450m m

みどり の丘

テラ ス

表面水

誘導水路

人の動線

豪雨時の遊水池

■外構計画案 2　 　 S= 1/200

記念館

東掛生命庭

 + 0

+ 200

+ 0

-550

-1550

+ 200

+ 1000

+ 1000

+ 50

+ 0

+ 900

+ 1000

+ 800

-400

-400

5.0x3.5m

N

2020.522
塩田有紀建築設計事務所
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冷蔵庫

Y7
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Y2

Y1

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X1 0 X1 1 X1 2 X1 3

Y3

±0

±0

-100

-100

-300

-300

200

±0

200

靴箱

棚

男子W C

女子W C

H/CW C

シャワー/更衣

シャワー/更衣

大物収蔵
スペース
1000×1600確保

祭壇

カウンタ ー（ 一部書棚）

縁側

テーブル

事務室工房
収納

交流
カウンタ ー

閉架
収蔵庫

開架
書棚

軒先ライン

個室ブース
（ 授乳室）

里山工房

廊下1

W C,更衣

玄関

テラス

犬走り

講堂（ 道場）

8.19×10.01=    81.98

面積表 屋内
4.55×  0.91=      4.14

9.10×17.29=  157.34  　 計243.46㎡

軒下・ テラス含む
11.83×30.03= 355.25　 計355.25㎡

81.98㎡(50畳)

掛軸

14.46㎡(9畳)

25.76㎡(16畳)

59.62㎡(36畳)

8.69㎡(5畳)

9.02㎡
(5畳)

14.91㎡(9畳)

廊下2
14.91㎡(9畳)

2020.6.24

塩田有紀建築設計事務所

梅岩の里生誕地整備及び記念館　 基本設計　 平面計画案　 　 S= 1/100

25,480

9
,1

0
0

収納
9.94㎡(6畳)

収納

収納

管理用扉

900

1250

1
2
5
0

N
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1 8 .0 0 ﾟ1 8 .0 0 ﾟ

G 3 .2 5

里山工房
冷蔵庫

里山工房棟ライン

126 0

E 収蔵庫E面展開図 1 :5 0C 1 :5 0 収蔵庫�C面展開図 1 :5 0

A 廊下1  山側展開図 1 :5 0

D 収蔵庫�断面図 1 :5 0

B 里山工房�収蔵庫壁展開図 1 :5 0平面図 1 :2 0 0

収蔵庫2 1 :5 6 7 .2 2

里山工房 1 :6 6 7 .6 6

ショーケース 1 :5 1 3 .8 5

▲A
▲

B▲
C

▲D

▲
E

収蔵庫

里山工房

書棚：A4 縦サイズW 5 .2 m ×2 段

書棚：A4 縦サイズW 5 .2 m×3 段

オープン展示棚：

W 1 .1 m ×H1 .2 5 m×D4 0 cm

レプリカなど触れる展示

ショーケース：

W 4 m×H5 0cm×D4 0 cm

収蔵庫側から展示替え。

カウンター（読書他に使用）空調機 空調機空調機

ショーケース ロールスクリーン

（必要に応じ下ろし遮光）

ガラス

開架書庫

D90 cm 程度 D3 0 cm程度

棚板

和綴本収納スペース

展示レール
和綴じ本

和綴じ本

梅岩の里生誕地整備事業基本設計�記念館�収蔵計画案

2 0 2 0 .5 .2 2

塩田有紀建築設計事務所

展示物

2
5

0
0

2
5

0
0

1
1

1
5

1
2

5
0

里山工房

廊下1

収蔵庫

ショーケース：

展示品の奥に和書収蔵をみることができる

ロールスクリーンで遮蔽することも可能

ロールスクリーン

予備収納

（扉あり）

予備収納（扉あり）

心学講座

収納ｽﾍ゚ ｽー

除加湿器スペース

9 0 0
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里山工房断面図 講堂断面図

県道側立面図梅岩の里生誕地整備事業 基本設計（ その1） 　 立面計画案　 　 　 　 S= 1/100

2020.6.24

塩田有紀建築設計事務所
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屋根：1

基礎

換気金物 棟用

ポーチ・内部：玄昌石張�犬走り：R� C�刷毛引仕上

外壁：1 杉板t1 5 -通気層-透湿防水シート-断熱材t5 0 -RC

給排気口 SUS製 指定色焼付塗装

土間

外壁：2 杉板t1 5 -通気層-透湿防水シート-断熱材t5 0 -木軸組（断熱材充填t5 0 ）

軒裏：1 杉板t1 0 -木下地

屋根：2 押さえコンクリートt5 0 -1 0 0 -断熱材t6 0 -アスファルトシート防水-RCスラブ

軒裏：2 ケイ酸カルシウム板t1 0 -木下地

A

M

H

C

J

K

D

E

B

F

カラーガルバリウム鋼板平葺-発砲ポリエチレンフォームt4 -アスファルトルーフィング-硬質木毛セメント板-木下地

開口部
木製サッシュ、アルミ製サッシュ、ガラスFIX窓、木製ドア 他（とも� にガラスはFL+ A+ Low -e）

G

仕上等凡例

外壁：3 RC打放 撥水剤塗布

軒裏：3 高圧木毛セメント板t1 5 -木下地

I

L

RC打放
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梅岩の里生誕地整備 基本計画 

令和 2 年 6 月 24 日 

 

〇基本計画の文中、「寄贈」を「寄託等」に訂正します。 
 

〇基本計画（抜粋） 
２．施設計画について 

2）予定施設の概要 

想定する諸室機能 

・収蔵庫 ： 寄贈される書籍類を主体とし、一部掛軸もある。 

（市民力推進課にて調査継続中、全貌が把握できた時点で再整理を行う。） 

移設 開道舎  ：棚長さにして 18.4m 分（実測済） 

寄贈 京都明倫舎：棚長さにして 54m 分（受領目録から推測、１冊の厚みを 4cm と仮定） 

大阪明誠舎：棚長さにして 18m 分（受領目録から推測、１冊の厚みを 4cm と仮定） 

現記念館 ：今後調査予定 

予備（将来的な収蔵）：棚長さにして 11.6m 分 

    計 棚長さ 95m 程度は必要 

収蔵庫環境他保管に関しては亀岡市文化資料館の学芸員等と協議し整理する予定。 

・展示 ： 収蔵品の一部をガラスケース内に展示する。一部の資料は気軽に来館者が手に取れ

る様にする。 

・講堂 ： 墓前祭のほか、空手や剣道等の武道や芸道を行うことができる精神性の高い場。梅

岩先生を顕彰し法要を行う対象（仏壇など、今後検討）を正面に配置する。 

・講堂の収納 ： 空手用マット、スタック椅子、折り畳み会議テーブル、演台、座布団、折り

畳みローテーブル、食器その他等の、活動に必要な備品 

・里山工房 ： 地域交流活動の場、周辺の豊かな自然と連携した活動ができる場として整備。 

・キッチン ： 里山工房と連携して、交流や活動の活性化を促す設備として活用。 

・トイレ等 ： 男女別および多目的トイレを設置するほか、シャワーブースの設置を検討する。 

・事務局 ： 建物運営事務のためのスペースを入館料設定の有無、また販売活動の有無とあわ

せて検討する。 

・その他 ： 施設維持管理のための収納や設備、また必要備品の計画検討を行う。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



2019.11.22
塩田有紀建築設計事務所

梅岩の里生誕地整備　基本計画

1.建設計画について
1）建設計画地

1.地名地番 : 亀岡市東別院町東掛六田 15 番、17 番、18 番、24 番
亀岡市東別院町東掛大谷 1 番

2.敷地面積 : 登記面積　計2,579㎡
3.道路 : 府道407号線　東掛小林線

4.地域地区 : 都市計画区域外

5.都市整備 : 給水：なし、排水：なし、電気：近隣電柱より引込（調査中）、ガス：なし

6.用途地域 : 指定なし

2）建設計画地内にある既存施設の取り扱い
1.既存記念館：解体撤去とする。解体処分費は本事業費内に含む。

2.既存記念館内部に保管の品：一部保管が必要な品を適切な場所に移動・保管したのち、記念館とともに撤去処分とする。

3.石碑や案内板：敷地内の適切な場所に移設
4.梅岩公園内の石や池など：敷地内の適切な場所に移設、極力積極的に活用する。
5.アプローチ 現況のまま使用。ただし記念館へのアプローチは公園と一体的に整備する。

6.駐車場 現況のまま使用。

2.施設計画について
1）建設概要

記念館の建設、梅岩公園の整備、その他付帯設備を建設する。

プロポーザル案の考え方をベースに、2）以降の項目を満たすように施設計画・外構計画を行う。

2）予定施設の概要
1 記念館 延床面積 : 300㎡程度

階数 : 平屋建

施設用途 : 集会場

主体構造 : 鉄筋コンクリート造一部木造

耐震安全性 : 構造体 III類、非構造部材 B類、建築設備 乙類

想定利用人数 : 墓前祭 50名程度
武道 空手等10-15名（将来的に梅岩の里の中で簡易的な宿泊もできるとよい）

生涯学習 今後検討する。

想定する諸室機能

・収蔵庫 : 寄贈される書籍類を主体とし、一部掛軸もある。

（市民力推進課にて調査継続中、全貌が把握できた時点で再整理を行う。）

　移設 開道舎： 棚長さにして18.4m分（実測済）

　寄贈 京都明倫舎：棚長さにして54m分（受領目録から推測、１冊の厚みを4cmと仮定）

大阪明誠舎：棚長さにして18m分（受領目録から推測、１冊の厚みを4cmと仮定）

現記念館： 今後調査予定

　予備（将来的な収蔵）：棚長さにして11.6m分
　計　棚長さ　95m程度は必要

収蔵庫環境他保管に関しては亀岡市文化資料館の学芸員等と協議し整理する予定。

・展示室 : 収蔵品の一部をガラスケース内に展示する。一部の資料は気軽に来館者が手に取れる様にする。

・講堂 : 墓前祭のほか、空手や剣道等の武道や芸道を行うことができる精神性の高い場。

梅岩先生を顕彰し法要を行う対象（仏壇など、今後検討）を正面に配置する。

・講堂の収納 : 空手用マット、スタック椅子、折り畳み会議テーブル、演台、座布団、折り畳みローテーブル、

食器その他等の、活動に必要な備品

・里山工房 : 地域交流活動の場、周辺の豊かな自然と連携した活動ができる場として整備。

・キッチン : 里山工房と連携して、交流や活動の活性化を促す設備として活用。

・トイレ等 : 男女別および多目的トイレを設置するほか、シャワーブースの設置を検討する。

・事務局 : 建物運営事務のためのスペースを入館料設定の有無、また販売活動の有無とあわせて検討する。

・その他 : 施設維持管理のための収納や設備、また必要備品の計画検討を行う。

2 梅岩公園 現在に伝わる里山の風景の骨格を生かす整備とする。

・生家と一体的に屋敷と感じられるよう、記念館側も石垣を計画する。

・花・葉・果実で季節が感じられる作庭

・土砂災害に配慮しつつ公園として感じられる整備計画。



・擁壁（石積みの意匠を踏襲）

3 駐車場 現況のまま利用。サインを計画する。

4 その他施設・設備等

・さく井工事：本館単独での採取とし敷地造成後採掘を行う。基本設計期間内に試験ボーリングを行うものとする。

・浄化槽設備工事：本体工事に含むものとする。

・受電設備工事：本体工事に含むものとする。

・ガス設備付帯の有無は基本設計内で検討する。

3) 施設運用について

市の指定管理者を配置し、運用する。利用料は有料とするが、入館料については今後の検討課題とする。

4) 整備事業における配慮事項

1 生家が石田二郎様の生活の場であることに十分な配慮をすること（計画、施工時ともに）

2 梅岩先生が幼少の頃にご覧になった風景の骨格を残すこと。

3 京都府福祉のまちづくり条例における特定まちづくり施設に該当する可能性が高い（京都府と協議）

4 強雨時の敷地南側からの雨水が支障なく排水できる外構計画とすること

5 周辺環境の特徴を活かし、ライフサイクルコストと環境負荷低減に配慮した計画とする。

5) その他

基本設計時に下記の調査を行うこととする。

・敷地内井戸の試掘による採水量と水質の確認

・地盤調査（原位置試験、ボーリング調査１箇所およびスウェーデン式サウンディング試験５箇所）

・敷地図の作成および敷地測量

3.付帯業務について
1）修繕計画

建築および外構まわりの修繕計画を実施設計完了後に立案する。

以上


